
菅
原
道
真
と
神
仙
思
想

源
能
有
五
十
賀
屏
風
画
詩
を
め
ぐ
っ
て

谷
　
　
口

孝
　
　
介

は
じ
め
に

　
『
菅
家
文
草
』
巻
五
に
は
源
能
有
の
五
十
賀
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
五
首
の

犀
風
画
詩
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
群
に
は
菅
原
道
真
自
身
が
成
立
事
情
を

説
明
し
た
次
の
よ
う
な
記
序
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
　
右
金
吾
源
亜
将
、
与
レ
余
有
二
師
友
之
義
一
。
夜
過
二
直
贋
一
、
相
談
言
日
、

　
　
「
厳
父
大
塑
言
、
去
年
五
十
、
心
往
事
留
。
過
レ
年
無
レ
賀
。
此
春
已
修
二

　
　
功
徳
一
、
明
日
柳
設
二
小
宴
一
。
座
施
二
屏
風
一
、
写
二
諸
霊
寿
一
。
本
文
者
紀

　
　
侍
郎
之
所
二
抄
出
一
、
新
様
者
巨
大
夫
之
所
二
画
図
一
。
書
先
属
二
藤
右
軍
一
、

　
　
詩
則
汝
之
任
也
」
。
談
畢
帰
去
。
欲
レ
罷
不
レ
能
。
予
向
レ
燈
握
レ
筆
、
且
挑

　
　
一
ホ
板
本
作
排
。
拠
内
閣
文
庫
林
道
春
本
等
改
）
且
草
。
五
更
欲
レ
尽
、

　
　
五
首
繕
成
。
右
軍
即
書
レ
之
、
以
備
二
遊
宴
事
・
。
若
不
二
詳
録
一
、
難
レ
可
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
得
レ
意
。
題
脚
且
注
二
本
文
一
、
他
時
断
二
其
疑
惑
一
。
故
叙
レ
之
。

　
　
　
　
菅
原
道
真
と
神
仙
思
想

　
こ
の
記
序
に
よ
る
と
、
寛
平
六
年
（
八
九
四
）
に
五
十
歳
に
な
っ
た
源
能
有

の
五
十
賀
を
翌
年
、
寛
平
七
年
、
『
菅
家
文
草
』
の
前
後
の
配
列
か
ら
考
え
る

と
三
月
、
に
行
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
賀
宴
に
設
け
る
屏
風
の
た
め
の
詩
を
、

能
有
の
息
子
で
「
右
金
吾
源
亜
相
」
つ
ま
り
右
衛
門
権
佐
で
あ
っ
た
源
当
時
に

依
頼
さ
れ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
画
材
と
な
る
「
本
文
」
は
紀
長

谷
雄
が
抄
出
し
、
長
寿
を
保
っ
た
神
仙
の
姿
は
巨
勢
金
岡
が
描
き
、
詩
の
浄
書

は
藤
原
敏
行
が
あ
た
っ
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
仁
和
元
年
（
八
八
五
）
、
藤
原

基
経
五
十
賀
に
際
し
て
の
も
の
で
あ
る
「
右
親
衛
平
将
軍
、
率
二
厩
亭
諸
僕
一
、

奉
レ
賀
二
相
国
五
十
年
一
。
宴
座
後
屏
風
図
詩
。
五
首
　
ｍ
－
ｍ
」
（
菅
家
文

草
・
巻
二
）
の
場
合
に
お
い
て
も
、
道
真
が
詩
作
を
、
敏
行
が
浄
書
を
、
金
岡

が
図
画
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
道
真
は
当
時
の
依
頼
を
受
け
、
紀
長
谷
雄
の
抄
出
し
た
「
本
文
」
を
前
に
し

て
、
「
且
っ
は
挑
げ
、
且
っ
は
草
す
」
、
燈
心
を
挑
げ
て
は
、
詩
作
し
て
い
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



　
　
　
　
　
菅
原
道
真
と
神
仙
思
想

と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
一
夜
を
徹
し
て
出
来
上
が
っ
た
も
の
が
、
巻
五
に
収
載

す
る
こ
の
五
首
な
の
で
あ
る
。

　
道
真
自
身
こ
の
記
序
の
末
尾
に
お
い
て
、
叙
上
の
事
情
を
「
若
し
詳
録
せ
ず

ん
ば
、
意
を
得
べ
き
こ
と
難
し
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
詩
は
当

然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
能
有
の
五
十
賀
詩
で
あ
る
成
立
事
情
を
外
し
て
は
、

そ
の
真
意
は
解
せ
な
い
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
こ
の
屏
風
画
詩
五
首
に
つ
い
て
、
そ
の
方
法
と
寛
平
七
年

と
い
う
年
に
源
能
有
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
と
い
う
事
情
と
を
考
え
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
持
つ
意
味
を
考
察
し
て
行
き
た
い
。

「
本
文
」
に
つ
い
て

　
こ
の
五
首
の
詩
に
は
、
記
序
に
「
題
脚
に
且
た
本
文
を
注
し
、
他
時
に
其
の

疑
惑
を
断
た
ん
と
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
第
一
首
目
の
「
贋
山
異
花
詩
」
を
除

き
、
題
下
に
紀
長
谷
雄
が
抄
出
し
た
と
い
う
「
本
文
」
が
割
注
で
注
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
「
本
文
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
原
典
と
比
較
し
て
み
る
と
、
あ
る

限
定
さ
れ
た
枠
内
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
っ
ま
り
い
ず
れ
も
が

典
型
的
な
神
仙
説
話
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
こ
の
「
本
文
」
の
提
出
す

る
問
題
を
原
典
と
の
比
較
作
業
を
通
し
て
見
て
お
き
た
い
。

　
第
一
首
目
の
「
庇
山
異
花
詩
　
搬
」
の
み
は
題
下
に
「
本
文
」
の
注
記
が
な

い
。
川
口
久
雄
氏
が
「
何
か
の
理
由
で
脱
落
し
た
の
で
あ
ろ
う
」
（
古
典
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

系
・
補
注
七
〇
九
頁
）
と
い
わ
れ
る
通
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
川
口
氏
は
こ

の
「
本
文
」
の
出
典
を
「
ぴ
っ
た
り
合
う
も
の
を
索
出
し
え
な
い
」
（
補
注
七

〇
九
頁
）
と
し
な
が
ら
も
、
『
神
仙
伝
』
巻
六
に
み
ら
れ
る
贋
山
の
董
奉
伝
に

関
連
を
求
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
新
問
一
美
氏
に
よ
っ
て
こ
の
「
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
」
の
出
典
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
説
話
が
見
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
次
に
掲
げ
る

『
法
苑
珠
林
－
巻
三
十
六
（
華
香
篇
）
所
引
の
『
述
異
記
－
で
あ
る
。

　
　
述
異
記
日
、
昔
有
レ
人
発
二
贋
山
一
採
レ
松
。
聞
二
人
語
二
一
ム
、
「
此
未
レ
可
レ

　
　
取
」
。
此
人
尋
レ
声
而
上
。
見
一
一
異
華
形
甚
可
ワ
愛
。
其
香
非
常
。
知
二
是

　
　
神
異
一
。
因
援
而
服
レ
之
、
得
二
寿
三
百
歳
一
。

『
述
異
記
』
は
『
晴
書
』
経
籍
志
な
ど
に
斉
の
祖
沖
之
撰
、
十
巻
と
あ
る
が
、

現
在
は
散
侠
し
て
お
り
、
魯
迅
『
古
小
説
鈎
沈
』
に
輯
侠
さ
れ
て
い
る
。

　
厩
山
で
、
恐
ら
く
神
仙
の
修
行
中
の
道
士
と
思
わ
れ
る
人
物
が
、
仙
薬
の
一

種
と
さ
れ
る
松
子
を
採
集
中
に
異
常
な
香
を
発
す
る
花
を
見
付
け
、
そ
れ
を
服

す
と
三
百
歳
の
長
寿
を
得
た
と
い
う
。
『
太
平
御
覧
』
巻
九
九
六
（
百
卉
部
．

紫
草
類
）
な
ど
に
も
同
様
の
型
が
み
ら
れ
る
説
話
で
あ
る
。
新
問
氏
も
指
摘
さ

れ
る
通
り
、
道
真
詩
の
「
二
百
春
」
と
こ
の
「
三
百
歳
」
と
の
違
い
は
み
ら
れ

る
も
の
の
、
「
贋
山
」
と
い
う
地
名
、
松
子
を
採
集
中
と
い
う
状
況
設
定
、
長

寿
を
も
た
ら
す
「
異
花
（
華
）
」
と
い
う
主
題
な
ど
の
一
致
を
考
え
る
と
、
こ

の
説
話
を
こ
の
詩
の
「
本
文
」
と
み
る
べ
き
こ
と
は
動
か
な
い
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
「
本
文
」
の
発
見
に
よ
っ
て
、
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
川
口
氏
注
に



よ
っ
て
「
未
詳
」
と
さ
れ
た
第
二
句
「
慮
山
独
立
採
松
人
」
な
ど
は
き
わ
め
て
、

容
易
に
理
解
し
得
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
二
首
目
の
「
題
二
呉
山
白
水
一
詩
獅
」
の
「
本
文
」
は
、
前
漢
の
劉

向
撰
と
い
わ
れ
て
い
る
『
列
仙
伝
』
よ
り
の
引
用
で
あ
る
。
呉
に
い
た
鏡
磨
き

の
道
具
箱
を
背
負
っ
た
神
仙
、
負
局
先
生
が
蓬
薬
山
に
還
去
す
る
に
あ
た
り
、

仙
薬
を
地
上
の
人
に
与
え
る
説
話
で
あ
る
。
『
列
仙
伝
』
三
巻
は
現
伝
し
て
い

る
。
た
だ
し
表
１
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
伝
本
の
『
列
仙
伝
』
巻
下
の
テ
キ

ス
ト
（
『
邦
氏
遺
書
』
所
収
の
王
照
円
『
列
仙
伝
校
正
』
巻
下
に
よ
る
）
と

『
芸
文
類
聚
』
巻
七
十
八
（
霊
異
部
上
・
仙
道
類
）
所
引
本
と
を
比
較
し
て
み

る
と
、
傍
線
を
付
し
た
「
世
世
」
、
「
流
」
、
「
所
」
な
ど
の
措
辞
に
お
い
て
、
紀

表
１

長
谷
雄
の
抄
出
し
た
「
本
文
」
は
『
芸
文
類
聚
』
所
引
本
と
近
似
す
る
の
で
あ

る
。　

次
に
三
首
目
の
「
劉
玩
遇
二
渓
辺
二
女
一
詩
　
搬
」
で
あ
る
が
、
こ
の
「
本

文
」
は
日
本
の
浦
島
伝
説
と
も
通
底
す
る
、
宋
の
劉
義
慶
撰
の
『
幽
明
録
』
に

所
載
の
著
名
な
天
台
山
滝
留
謂
で
あ
る
。
漢
代
、
劉
農
・
玩
肇
の
二
人
が
天
台

山
で
道
に
迷
い
、
渓
辺
で
二
女
に
逢
う
。
二
女
の
歓
待
を
受
け
、
半
年
に
て
帰

郷
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
昔
日
の
面
影
は
な
く
、
た
だ
七
世
の
孫
に
逢
っ
た

と
い
う
説
話
で
あ
る
。
『
晴
書
』
経
籍
志
に
二
十
巻
と
記
載
の
あ
る
『
幽
明
録
』

の
原
本
は
現
在
伝
わ
ら
ず
、
魯
迅
『
古
小
説
鈎
沈
』
に
二
六
五
種
の
侠
文
が
輯

侠
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
説
話
は
『
法
苑
珠
林
』
巻
三
十
一
（
潜
遁
篇
）
、
『
芸
文

『
列
　
仙
　
伝
』

『
芸
文
類
聚
』

『
菅
家
文
草
』

負
局
先
生
者
、
不
知
何
許
人
也
。
語
似
燕
・
代

負
局
先
生
、
語
似
燕
・
代
問
人
。
因
磨
鏡
、
靱

列
仙
伝
日
、
負
局
先
生
、

間
人
。
常
負
磨
鏡
局
、
拘
呉
市
中
、
衡
磨
鏡
一
銭
、

問
主
人
得
無
有
疾
苦
者
。
若
有
、
軌
出
紫
丸
赤
薬

因
磨
之
、
靱
問
、
主
人
得
無
有
疾
苦
者
。
靱
出
紫

与
之
。
莫
不
　
。
数
十
年
後
、
大
疫
、
毎
到
戸
与

丸
薬
以
与
之
、
得
者
莫
不
　
。
如
此
数
十
年
、
後

薬
、
　
者
万
計
、
不
取
一
銭
。

大
疫
病
、
家
至
戸
到
、
与
薬
活
者
万
計
、
不
取
一

銭
。
呉
人
乃
知
其
真
人
也
。

後
止
呉
山
絶
崖
頭
、
懸
薬
下
与
人
。
将
欲
去
時
、

後
止
呉
山
絶
崖
、
世
世
懸
薬
与
人
、
日
「
吾
欲
還

上
呉
山
絶
岸
、
世
世
懸
薬
、
与
下
人
。
欲
去
時
、

語
下
人
日
「
吾
還
蓬
莱
山
、
為
汝
曹
下
神
水
」
。

蓬
莱
山
、
為
汝
曹
下
神
水
」
。
崖
頭
一
旦
有
水
白
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

語
下
人
日
、
「
吾
欲
還
蓬
莱
山
、
為
汝
曹
下
神
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
崖
頭
一
旦
有
水
白
色
、
流
従
石
問
来
下
。
服
之
多

色
、
従
石
問
来
下
。
服
之
多
所
　
。
立
祠
十
余
処
。

疾
。
立
祠
十
余
処
。

多
所
　
。

菅
原
道
真
と
神
仙
思
想

一
九



　
　
　
　
菅
原
道
真
と
神
仙
思
想

類
聚
』
巻
七
（
山
部
上
・
天
台
山
類
）
、
『
太
平
御
覧
』
巻
四
十
一
（
地
部
・
天

台
山
類
）
、
同
巻
九
六
七
（
果
部
・
桃
類
）
な
ど
に
『
幽
明
録
』
と
し
て
収
載

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
ほ
と
ん
ど
細
部
に
わ
た
っ
て
一
致
す
る
の
が

次
に
掲
げ
る
『
法
苑
珠
林
』
所
引
本
で
あ
る
。

　
　
漢
永
平
五
年
、
剣
県
劉
農
・
玩
肇
共
入
二
天
台
山
一
、
迷
不
レ
得
レ
返
。
経
二

　
　
十
三
日
一
、
糧
乏
尽
（
飢
饅
殆
死
）
。
逢
望
二
山
上
一
、
有
二
一
桃
樹
一
、
大

　
　
有
二
子
実
一
。
（
永
無
二
登
路
一
。
）
撃
二
縁
藤
葛
一
、
乃
得
レ
至
レ
上
、
各
峨
二

　
　
数
枚
一
、
而
飢
止
（
体
充
。
復
下
レ
山
、
持
レ
杯
取
レ
水
、
欲
レ
盟
レ
臓
、
見
下

　
　
蕪
青
葉
従
二
山
腹
一
流
出
上
。
甚
鮮
新
。
復
一
杯
流
出
、
有
二
胡
麻
飯
惨
一
。

　
　
便
共
没
レ
水
逆
流
、
行
二
三
里
、
得
レ
度
レ
山
出
二
）
一
大
渓
辺
一
。
有
二
二

　
　
女
子
一
。
（
姿
質
妙
絶
、
見
二
二
人
持
レ
杯
出
一
、
便
笑
日
、
「
劉
・
尻
二
郎
、

　
　
捉
下
向
所
二
失
流
一
杯
上
来
」
。
農
・
肇
既
不
レ
識
レ
之
、
縁
下
一
」
覇

　
　
如
上
レ
似
レ
有
レ
旧
、
乃
相
見
而
悉
問
、
「
来
何
晩
」
。
因
遇
二
還
家
一
。
其
家

　
　
銅
瓦
屋
、
南
壁
及
東
壁
下
各
有
二
一
大
床
一
。
皆
施
二
緯
羅
帳
一
、
帳
角
懸
レ

　
　
鈴
。
金
銀
交
錯
、
床
頭
各
有
二
十
侍
蝉
一
。
勅
云
、
「
劉
・
玩
二
郎
、
経
二

　
　
渉
山
岨
一
、
向
難
レ
得
二
壇
実
一
、
猶
尚
虚
弊
。
可
二
速
作
ｒ
食
」
。
食
二
胡
麻

　
　
飯
・
山
羊
賄
・
牛
肉
一
、
甚
甘
美
。
食
畢
行
レ
酒
。
有
二
一
群
女
一
来
、
各

　
　
持
二
五
三
桃
子
一
、
笑
匝
言
、
「
賀
二
汝
婿
来
一
」
。
酒
酎
作
レ
楽
。
至
レ
暮
、
）

　
　
令
三
各
就
二
一
帳
宿
一
、
女
往
就
レ
之
。
言
声
清
椀
、
令
二
人
忘
ワ
憂
。
遂
停

　
　
二
半
年
一
。
気
候
草
木
是
春
時
、
百
鳥
晴
鳴
。
更
懐
二
悲
思
一
、
求
レ
帰
（
甚
苦
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

　
女
日
、
「
罪
牽
レ
君
、
当
可
二
如
何
一
」
。
遂
呼
二
前
来
）
女
子
一
、
有
二
三
四

　
　
十
人
集
会
一
、
奏
レ
楽
共
送
二
劉
・
玩
一
、
指
二
示
還
路
一
。
既
出
、
親
旧
零

　
　
落
、
邑
屋
改
異
。
無
二
復
相
識
一
。
問
訊
得
二
七
世
孫
一
。
（
伝
二
聞
上
世
入

　
　
山
一
、
迷
不
レ
得
レ
帰
。
至
二
晋
太
元
八
年
一
、
忽
復
去
、
不
レ
知
二
何
所
一
。
）

い
さ
さ
か
長
い
説
話
な
の
で
、
『
菅
家
文
草
』
に
お
い
て
は
、
今
、
丸
括
弧
を

付
し
た
箇
所
を
「
云
々
」
と
し
て
適
宜
中
略
し
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
の
中
略
は
道
真
が
『
菅
家
文
草
』
編
纂
時
に
行
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
詩
の
三
句
目
の
「
素
意
」
と
は
、
抄
出
「
本
文
」
に

お
い
て
は
中
略
さ
れ
て
い
る
、
出
典
の
傍
線
を
付
し
た
「
二
女
便
ち
其
の
姓
を

呼
ぶ
こ
と
旧
有
ポ
が
ご
と
し
」
に
よ
っ
て
お
り
、
予
て
か
ら
の
宿
縁
を
い
う
も

の
で
あ
り
、
「
旧
意
」
の
意
で
あ
る
。
こ
こ
は
次
句
の
「
黄
昏
」
と
の
色
対
の

た
め
に
、
「
素
意
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
四
句
目
の
「
統
羅
の
帳
裏
」

は
、
同
じ
く
傍
線
を
付
し
た
「
皆
緯
き
羅
帳
を
施
す
」
に
よ
っ
て
い
る
。
と
い

う
こ
と
は
、
道
真
が
詩
作
す
る
時
点
に
、
目
前
に
お
い
た
長
谷
雄
の
抄
出
し
た

「
本
文
」
は
全
文
が
存
し
た
の
で
あ
る
が
、
道
真
が
『
菅
家
文
草
－
編
纂
に
あ

た
っ
て
、
あ
ら
す
じ
が
理
解
で
き
る
程
度
に
中
略
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　
次
に
四
首
目
の
「
徐
公
酔
臥
詩
　
湖
」
の
「
本
文
」
に
う
つ
る
。
こ
れ
は
宋

の
劉
敬
叔
撰
に
な
る
『
異
苑
』
か
ら
の
引
用
と
い
う
。
東
陽
の
徐
公
が
長
山
の

湖
水
の
辺
で
二
人
の
神
仙
に
会
い
、
そ
の
壼
酒
を
飲
み
二
年
間
眠
り
続
け
た
後



に
帰
宅
し
た
と
い
う
説
話
で
あ
る
。
『
異
苑
』
十
巻
は
明
の
『
津
逮
秘
書
』
や

清
の
『
学
津
討
源
』
所
収
本
が
現
存
す
る
が
、
表
ｕ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ

れ
ら
の
現
伝
本
は
非
常
に
簡
略
化
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

実
は
こ
れ
も
二
首
目
の
「
題
二
呉
山
白
水
一
詩
」
の
場
合
と
等
し
く
、
『
芸
文
類

聚
』
巻
九
一
水
部
下
・
湖
一
に
『
鄭
絹
之
東
陽
記
』
と
し
て
引
用
す
る
も
の
に

措
辞
に
お
い
て
も
よ
く
似
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
は
、
抄
出
「
本
文
」
の

　
な
お「

猶
自
飢
え
ず
」
が
、
現
伝
本
『
異
苑
』
の
「
常
に
食
わ
ず
と
も
亦
た
磯
え
ず
」

に
対
応
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
『
芸
文
類
聚
』
所
収
『
鄭
絹
之
東
陽
記
』
に

は
対
応
す
る
箇
所
が
み
あ
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
『
芸
文
類
聚
』
所
引
本
が
直

接
の
出
典
で
は
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
も
現
伝
本
と

は
系
統
を
異
に
す
る
『
異
苑
』
テ
キ
ス
ト
が
存
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
の

と
こ
ろ
見
出
し
得
な
い
。

表
ｕ

　
五
首
目
の
「
呉
生
過
二
老
公
一
詩
　
捌
」
の
「
本
文
」
は
一
首
目
と
同
じ
く

斉
の
祖
沖
之
撰
『
述
異
記
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
晋
の
呉
猛
が
慮
山
の
三
石

梁
で
神
仙
と
談
笑
し
た
と
い
う
説
話
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
『
述
異

記
』
は
現
伝
し
な
い
が
、
こ
の
説
話
は
『
法
苑
珠
林
』
巻
三
十
一
一
潜
遁
篇
）
、

『
太
平
御
覧
』
巻
四
十
一
（
地
部
・
廣
山
類
）
、
同
巻
六
六
三
一
道
部
・
地
仙

類
）
な
ど
に
『
述
異
記
』
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
も
最
も
よ

く
抄
出
「
本
文
」
と
一
致
す
る
の
は
、
三
首
目
の
場
合
と
等
し
く
、
次
に
掲
げ

る
『
法
苑
珠
林
』
所
引
本
な
の
で
あ
る
。

　
　
述
異
記
日
、
盧
山
上
有
二
三
石
梁
一
。
長
数
十
丈
、
広
不
レ
盈
レ
尺
。
脩
晦

　
　
沓
無
レ
底
。
成
康
中
、
江
州
刺
史
庚
亮
迎
二
呉
猛
一
。
猛
将
二
弟
子
一
、
登
レ

　
　
山
遊
レ
観
。
因
過
二
此
梁
一
、
見
二
一
老
公
一
。
坐
二
桂
樹
下
一
、
以
二
玉
杯
一

　
　
承
二
甘
露
一
、
与
レ
猛
。
猛
遍
与
二
弟
子
一
。
又
進
至
二
一
処
一
、
見
二
崇
台
広

『
異
　
　
　
苑
』
巻
五
（
津
逮
秘
書
本
一

『
芸
文
類
聚
』

『
菅
家
文
草
』

東
陽
徐
公
居
在
長
山
下
。
常
登
嶺
、
見
二
人
坐
於

鄭
絹
之
東
陽
記
日
、
北
山
有
湖
。
故
老
相
伝
云
、

異
苑
日
、
東
陽
徐
公
、
居
長
山
下
。
嘗
見
二
人
坐

山
崖
対
飲
。
公
索
之
、
二
人
乃
与
一
小
杯
、
公
飲

其
下
有
居
民
、
日
徐
公
者
。
常
登
嶺
至
此
処
、
見

於
山
岸
水
側
。
自
称
赤
松
・
安
期
先
生
。
有
壷
酒
、

乃
遂
酔
。
後
常
不
食
亦
不
磯
。

湖
水
湛
然
。
有
二
人
共
博
於
湖
問
。
自
称
赤
松
子

因
酌
以
飲
徐
公
、
酔
而
臥
其
辺
。
比
醒
不
復
見
人

・
安
期
先
生
。
有
一
壼
酒
。
因
酌
以
飲
徐
公
、
徐

而
宿
茶
鎖
蔓
其
上
。
家
以
為
死
、
治
服
二
年
、
寛
、

公
酔
而
簾
其
側
。
比
醒
、
不
復
見
二
人
、
而
宿
草

徐
公
方
帰
。
云
、
「
酒
勢
難
除
、
猶
自
不
飢
」
。
至

損
蔓
其
上
。
家
人
以
為
死
也
。
喪
服
三
年
、
服
寛
、

今
名
其
処
為
徐
公
湖
也
。

徐
公
方
反
。
今
其
処
猶
為
徐
公
湖
。

菅
原
道
真
と
神
仙
思
想

二
一



　
　
　
　
　
菅
原
道
真
と
神
仙
思
想

　
　
度
玉
宇
金
房
一
、
琳
螂
焼
輝
、
曄
彩
眩
レ
目
。
多
二
珍
宝
玉
器
一
、
不
レ
可
レ

　
　
識
レ
名
。
見
二
数
人
与
レ
猛
共
言
一
、
若
二
旧
相
識
一
。
設
二
玉
膏
一
終
日
。

　
以
上
の
「
本
文
」
の
出
典
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
抄
出
「
本
文
」
の
校
訂
の

資
料
が
い
く
つ
か
提
出
さ
れ
る
。
三
首
目
、
『
菅
家
文
草
』
諸
本
が
「
刻
懸
」

に
作
る
箇
所
は
出
典
に
よ
り
三
手
文
庫
本
傍
書
の
「
剣
県
」
を
是
と
す
べ
き
で

あ
り
、
五
首
目
、
，
菅
家
文
草
』
板
本
な
ど
が
「
成
康
中
」
に
作
る
箇
所
も
同

様
に
内
閣
文
庫
林
道
春
本
の
「
成
康
中
」
を
是
と
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
『
菅

家
文
草
』
諸
本
が
一
致
す
る
本
文
で
あ
る
が
、
出
典
に
よ
り
訂
す
べ
き
箇
所
と

し
て
、
三
首
目
の
「
漢
永
和
」
、
五
首
目
の
「
広
盈
尺
」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

出
典
に
よ
り
「
漢
永
平
」
、
「
広
不
盈
尺
」
に
改
め
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
四

首
目
の
「
治
服
二
年
」
は
出
典
の
よ
う
に
「
三
年
」
と
あ
り
た
い
箇
所
で
は
あ

る
が
、
詩
の
二
句
目
に
お
い
て
も
「
徐
公
一
飲
二
年
帰
」
と
あ
る
の
で
、
一
概

に
誤
写
と
は
い
え
な
い
。
一
首
目
の
「
二
百
」
と
「
三
百
」
と
の
場
合
と
同
じ

く
、
異
伝
の
テ
キ
ス
ト
の
存
在
を
仮
定
す
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
こ
こ
で
出
典
と
の
比
較
に
お
い
て
、
注
目
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
五

首
の
内
、
三
首
ま
で
も
の
「
本
文
」
の
出
典
が
現
在
、
『
法
苑
珠
林
』
に
見
出

さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
勝
村
哲
也
氏
に
よ
っ
て
、
一
首
目
の
出
典
と
し

て
掲
げ
ら
れ
た
『
法
苑
珠
林
』
の
当
該
箇
所
が
、
北
斉
の
類
書
『
修
文
殿
御

覧
』
巻
三
百
一
（
香
部
・
神
香
類
）
の
、
同
様
に
五
首
目
の
出
典
と
し
て
掲
げ

ら
れ
た
『
法
苑
珠
林
』
の
当
該
箇
所
が
、
『
修
文
殿
御
覧
』
（
霊
異
部
・
地
仙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

類
）
の
、
そ
れ
ぞ
れ
侠
文
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か

も
『
法
苑
珠
林
』
に
お
い
て
は
、
三
首
目
の
『
幽
明
録
』
は
五
首
目
の
『
述
異

記
』
の
引
用
の
直
前
に
位
置
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
二
つ
の
侠
文
に

「
霊
異
部
・
地
仙
類
」
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
首

目
・
四
首
目
の
場
合
に
つ
い
て
も
，
法
苑
珠
林
』
に
は
み
ら
れ
な
い
も
の
の
、

な
ん
ら
か
の
類
書
に
よ
っ
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、
長
谷
雄
の
抄
出
し
た
こ
れ
ら
の
「
本
文
」
は
一
一
の
書
物
に
よ
っ
た
の

で
は
な
く
し
て
、
『
修
文
殿
御
覧
』
と
ま
で
は
い
え
な
い
に
し
て
も
、
そ
れ
に

類
し
た
書
物
に
よ
っ
て
、
五
十
賀
に
ふ
さ
わ
し
い
「
霊
寿
」
の
典
型
を
抄
出
し

た
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

二
　
道
真
の
題
画
詩
の
方
法

　
そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
典
型
的
な
神
仙
の
「
本
文
」
を
前
に
し
た
道
真
は
ど

の
よ
う
な
詩
作
を
試
み
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
五
首
の
題
画
詩
の
表
現
に
即

し
て
こ
の
問
題
を
み
て
お
き
た
い
。
ま
ず
そ
の
五
首
の
詩
作
を
訓
読
文
と
と
も

に
掲
げ
て
お
く
。
な
お
作
品
番
号
の
上
に
、
私
に
記
号
を
付
し
、
題
下
割
注
の

「
本
文
」
は
削
除
し
た
。

Ａ
洲
　
贋
山
異
花
詩

　
　
何
処
異
花
触
目
新
　
何
れ
の
処
ぞ
異
花
目
に
触
れ
て
新
た
な
る

　
　
厩
山
独
立
採
松
人
　
贋
山
に
独
り
立
て
り
松
を
採
る
人



Ｂ
鮒

Ｃ
鰯

煙
霞
不
記
誰
家
種
　
煙
霞
は
記
さ
ず
誰
が
種
え
し
か
を

水
石
相
逢
此
地
神
　
水
石
は
相
逢
う
此
の
地
の
神
し
き
に

吹
送
馨
香
風
破
鼻
　
馨
香
を
吹
送
し
風
は
鼻
を
破
る

養
来
筋
力
気
関
身
　
筋
力
を
養
来
し
気
は
身
に
関
わ
る

一
強
算
計
前
程
事
　
一
喰
算
計
す
前
程
の
事

珍
重
童
顔
二
百
春
　
珍
重
す
童
顔
二
百
の
春

　
題
呉
山
白
水
詩

呉
山
神
水
石
問
来
　
呉
山
の
神
水
は
石
間
よ
り
来
た
る

看
是
孤
雲
澗
口
開
　
看
る
に
是
れ
孤
雲
潤
口
に
開
く

欲
見
多
年
懸
薬
処
　
多
年
薬
を
懸
け
し
処
を
見
ん
と
欲
す
れ
ど
も

空
留
一
眼
＊
去
蓬
莱
　
空
し
く
一
眼
を
留
め
蓬
莱
に
去
る

（
＊
眼
字
蓬
左
文
庫
本
作
服
字
、
三
手
文
庫
本
傍
書
脈
歎
。
）

　
劉
院
遇
渓
辺
二
女
詩

天
台
山
道
道
何
煩

藤
葛
因
縁
得
自
存

青
水
渓
辺
唯
素
意

椅
羅
帳
裏
幾
黄
昏

半
年
長
聴
三
春
鳥

帰
路
独
逢
七
世
孫

不
放
神
仙
離
骨
録

天
台
山
道
道
何
ぞ
煩
わ
し
き

藤
葛
の
因
縁
に
て
自
ず
か
ら
存
す
る
こ
と
得
た
り

青
水
の
渓
辺
唯
だ
素
意
の
み

椅
羅
の
帳
裏
幾
黄
昏
ぞ

　
　
つ
ね

半
年
長
に
聴
く
三
春
の
鳥

帰
路
独
だ
逢
う
七
世
の
孫

神
仙
を
し
て
骨
録
を
離
れ
し
め
ず
ん
ば

菅
原
道
真
と
神
仙
思
想

　
　
前
途
脱
雇
旧
家
門

Ｄ
湖
　
徐
公
酔
臥
詩

　
　
自
到
東
陽
道
不
違

　
　
徐
公
一
飲
二
年
帰

　
　
赤
松
計
会
新
来
客

　
　
玄
草
纏
綿
旧
著
衣

　
　
壼
酒
浅
深
初
得
意

　
　
酔
郷
遠
近
惣
忘
機

　
　
無
情
湖
水
誰
遺
迩

　
　
憶
昔
長
山
臥
翠
微

Ｅ
測
　
呉
生
過
老
公
詩

　
　
山
頭
不
倦
立
煙
嵐

　
　
幸
甚
神
人
許
接
談

　
　
念
念
逢
時
丹
桂
一

　
　
行
行
見
処
石
梁
三

　
　
生
涯
養
性
年
華
美

　
　
逆
旅
知
恩
暁
露
甘

　
　
傾
蓋
如
今
為
旧
識

　
　
誰
辞
寛
夕
玉
膏
酎

　
ま
ず
Ａ
詩
に
お
い
て
、

前
途
脱
展
せ
ん
旧
家
門

自
ら
東
陽
に
到
り
て
道
違
わ
ず

徐
公
一
飲
し
て
二
年
に
し
て
帰
る

赤
松
計
会
す
新
来
の
客
を

玄
草
纏
綿
す
旧
著
の
衣
に

壼
酒
浅
深
初
め
て
意
を
得
た
り

酔
郷
遠
近
惣
べ
て
機
を
忘
る

無
情
の
湖
水
誰
が
遺
迩
ぞ

憶
う
昔
長
山
翠
微
に
臥
す

山
頭
倦
ま
ず
煙
嵐
に
立
つ

幸
甚
な
り
神
人
接
談
を
許
す

念
念
逢
う
時
丹
桂
一
つ
な
り

行
く
行
く
見
る
処
石
梁
三
な
り

生
涯
性
を
養
い
て
年
華
美
し

逆
旅
恩
を
知
り
て
暁
露
甘
し

蓋
を
傾
け
如
今
旧
識
と
為
る

誰
か
辞
せ
ん
寛
夕
玉
膏
酎
な
る
こ
と
を

そ
の
第
八
句
「
童
顔
二
百
の
春
」
の
部
分
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三

源
能



　
　
　
　
　
菅
原
道
真
と
神
仙
思
想

有
の
長
寿
に
対
す
る
祝
辞
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
祝
意
を
含
ん
だ
表
現

は
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
各
詩
に
は
み
ら
れ
な
い
が
、
五
首
目
の
Ｅ
に
お
い
て
は
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｅ
の
五
句
目
「
生
涯
性
を
養
い
て
年
華
美
し
」
は
表
面
上

は
も
ち
ろ
ん
呉
猛
が
逢
っ
た
神
仙
た
る
老
公
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
能

有
五
十
賀
詩
で
あ
る
こ
と
を
考
え
た
時
、
能
有
の
若
々
し
さ
を
称
揚
す
る
詩
句

と
読
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
最
初
と
最
後
の
詩
に
五
十
賀
詩
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
祝
意
の
表
現
を
含
ま
せ
て
い
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
が
、
こ
の
こ
と

と
関
連
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
表
現
が
や
は
り
、
Ａ
・
Ｅ
両
詩
に
み
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
の
第
八
句
「
珍
重
」
は
、
張
相
『
詩
詞
曲
語
辞
匿

釈
』
巻
六
に
「
猶
レ
云
二
仔
細
或
保
重
一
」
と
い
う
よ
う
に
書
信
中
に
お
い
て
相

手
の
こ
と
を
気
遣
う
語
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
Ｅ
の
第
二
句
の
「
幸
甚
」
も
、
羅

竹
風
氏
主
編
『
漢
語
大
詞
典
』
に
「
書
信
中
習
用
語
。
有
表
示
股
切
希
望
之

意
」
と
あ
る
よ
う
に
や
は
り
、
書
儀
語
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
書
儀
語
の

使
用
は
源
能
有
に
対
す
る
直
接
的
な
語
り
か
け
の
口
吻
を
表
す
も
の
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
祝
意
と
書
儀
語
が
最
初
と
最
後
の
詩
だ
け
に
み

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
最
初
と
最
後
の
詩
に
よ
っ
て
、
こ
の
五
首
が
能
有
に
対
す

る
五
十
賀
詩
で
あ
る
枠
組
を
設
定
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
道
真
の
題
画
詩
一
般
の
特
徴
に
っ
い
て
、
安
藤
太
郎
氏
は
次
の
五
点
を
挙
げ

ら
れ
る
。

　
　
◎
　
道
具
の
題
画
詩
に
は
画
師
の
讃
美
が
見
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

　
　
　
　
画
と
実
物
の
相
違
を
問
題
と
し
た
趣
向
の
詩
は
見
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
ま
た
、
画
の
不
変
恒
常
性
を
問
題
と
し
た
詩
も
見
出
さ
れ
な
い
。

　
　
＠
　
画
中
人
物
に
な
っ
て
の
表
現
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
老
荘
儒
仏
の
文
献
を
踏
ま
え
思
想
的
で
あ
る
。

本
題
画
詩
に
お
い
て
も
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
特
徴
は
当
て
は
ま
る
の
で
あ
る
が
、

本
題
画
詩
に
は
安
藤
氏
の
挙
げ
ら
れ
た
＠
の
特
徴
に
止
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
表
現

主
の
主
体
的
表
現
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｂ
の
三
句

目
「
見
ん
と
欲
す
」
は
絵
を
見
る
表
現
主
の
立
場
で
あ
り
、
ま
た
Ｄ
の
第
八
句

目
「
憶
う
昔
」
と
あ
る
の
も
、
表
現
主
の
行
為
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
本
題
画
詩
に
お
い
て
は
、
よ
り
直
裁
的
な
主
体
的
表
現
が
見
出
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
藤
昭
雄
氏
が
昌
泰
二
年
（
八
九
九
）
の
制

作
に
か
か
る
「
近
院
山
水
障
子
詩
。
六
首
　
蛾
－
蜥
」
（
菅
家
文
草
・
巻
六
）

に
つ
い
て
、
「
障
子
詩
と
い
う
他
律
的
動
機
に
基
づ
く
詠
詩
で
あ
り
な
が
ら
、

詠
懐
詩
と
な
り
得
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
近
院
山
水
障
子
詩
』
は
平
安
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
題
画
詩
の
系
譜
に
一
つ
の
画
期
を
作
る
」
と
そ
の
述
懐
性
を
認
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
符
合
す
る
。

　
青
木
正
児
氏
は
画
讃
と
題
画
詩
と
の
相
違
を
論
じ
て
、
「
画
讃
の
客
観
的
叙

述
は
単
に
其
の
図
題
に
対
し
て
説
明
の
用
を
為
す
に
過
ぎ
ず
、
縦
ひ
其
の
間
讃

美
の
辞
あ
る
も
、
其
の
辞
は
其
処
に
画
か
れ
た
る
人
物
等
の
徳
を
美
と
す
る
に

止
ま
れ
り
。
然
る
に
題
画
詩
に
至
り
て
は
単
な
る
説
明
に
止
ま
ら
ず
し
て
之
に



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

議
論
を
加
へ
、
又
往
々
画
者
の
芸
術
を
評
論
し
讃
美
」
す
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

す
る
と
、
道
真
の
題
画
詩
に
み
ら
れ
る
、
画
に
触
発
さ
れ
て
、
し
か
も
画
を
離

れ
自
己
の
感
慨
を
叙
す
る
特
徴
は
、
青
木
氏
の
述
べ
ら
れ
た
唐
代
題
画
詩
一
般

の
特
徴
と
は
非
常
に
異
な
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
五
十
賀
の
た
め

に
制
作
さ
れ
た
と
い
う
特
殊
性
は
考
慮
し
て
も
、
看
過
で
き
な
い
問
題
と
思
わ

れ
る
。

　
道
真
の
題
画
詩
に
は
本
五
十
賀
屏
風
画
詩
や
「
近
院
山
水
障
子
詩
」
を
始
め
。

と
し
て
、
神
仙
・
隠
逸
を
そ
の
題
材
と
す
る
も
の
が
多
い
。
そ
こ
で
、
私
は
道

真
の
本
題
画
詩
の
特
徴
は
、
こ
れ
ら
の
詩
群
を
題
材
の
上
で
共
通
す
る
遊
仙
詩

と
対
照
し
て
み
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
る
の

で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
道
真
の
本
題
画
詩
の
方
法
は
、
晋
の
郭
瑛
の
「
遊
仙
詩
七
首
」

（
文
選
・
巻
二
十
一
）
に
み
ら
れ
る
方
法
と
類
似
し
て
い
る
と
考
え
る
で
あ
る
。

郭
瑛
の
「
遊
仙
詩
」
が
そ
の
結
句
に
お
い
て
彼
の
い
わ
ん
と
す
る
感
慨
を
ま
と

め
る
点
に
お
い
て
、
そ
れ
以
前
の
曹
植
や
張
華
ら
の
遊
仙
詩
と
著
し
く
相
違
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

る
こ
と
は
、
既
に
船
津
富
彦
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
今
試
み
に

郭
瑛
「
遊
仙
詩
」
の
結
び
の
一
聯
ば
か
り
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う

で
あ
る
。

　
　
借
問
蜂
嫉
輩
　
借
問
す
蜂
嫉
の
輩

　
　
寧
知
亀
鶴
年
　
寧
ん
ぞ
亀
鶴
の
年
を
知
ら
ん
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臨
川
哀
年
適

撫
心
独
悲
托

悲
来
側
丹
心

零
涙
縁
機
流

川
に
臨
み
て
年
の
適
く
を
哀
し
み

心
を
撫
し
て
独
り
悲
托
す

悲
し
み
来
た
り
て
丹
心
を
側
ま
し
め

零
涙
は
機
に
縁
り
て
流
る

（
其
の
三
）

（
其
の
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
其
の
五
）

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
神
仙
郷
に
対
す
る
憧
僚
な
ど
で
は
な
く
、
む
し
ろ
神
仙
観

に
触
発
さ
れ
て
の
、
現
状
に
対
す
る
悲
憤
の
情
を
詠
み
込
ん
だ
も
の
に
な
っ
て

い
る
。
郭
瑛
の
「
遊
仙
詩
」
群
は
決
し
て
た
ん
な
る
仙
界
の
描
写
に
終
始
す
る

遊
仙
の
文
学
で
は
な
く
、
林
田
慎
之
助
氏
に
よ
っ
て
「
現
実
の
矛
盾
と
屈
辱
に

は
げ
し
く
拮
抗
す
る
内
面
衝
動
を
詩
的
想
像
世
界
に
お
い
て
解
放
し
よ
う
と
し

　
　
＠

て
い
る
」
と
説
明
さ
れ
る
て
い
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
道
真
の
題
画
詩
も
、
清

の
沈
徳
潜
が
『
古
詩
源
』
巻
八
に
お
い
て
「
遊
仙
詩
本
有
レ
託
匝
言
二
欺
壊
一
。

詠
懐
其
本
旨
。
鍾
喋
駈
三
其
少
二
列
仙
之
趣
一
謬
ム
矢
」
と
述
べ
て
い
る
郭
瑛
の

「
遊
仙
詩
」
と
そ
の
方
法
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
道
真
の
五
十
賀
屠
風
画
詩
に
そ
の
主
題
の
上
で
「
攻
壊
」
つ
ま
り
志
を

得
な
い
で
不
遇
な
さ
ま
を
看
取
し
得
る
は
ず
が
な
い
。
こ
こ
で
強
調
し
て
お
き

た
い
こ
と
は
、
方
法
に
お
け
る
両
者
の
相
同
性
で
あ
る
。
遊
仙
詩
も
題
画
詩
も

そ
の
対
象
と
す
る
も
の
を
客
観
的
に
、
ま
た
は
即
し
て
描
出
す
る
こ
と
を
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
郭
瑛
も
道
真
も
そ
の
枠
を
踏
み
越
え
て
、
特
に
そ

の
末
尾
に
お
い
て
自
己
の
詠
懐
を
神
仙
に
触
発
さ
れ
て
述
べ
る
と
い
う
相
似
た

方
法
を
持
つ
の
で
あ
る
。

三
　
神
仙
不
在
の
認
識

　
道
真
の
こ
の
題
画
詩
が
郭
瑛
の
「
遊
仙
詩
」
と
等
し
い
方
法
を
持
ち
な
が
ら
、

郭
瑛
の
場
合
の
よ
う
に
現
実
に
対
す
る
悲
憤
の
情
が
見
出
せ
な
い
と
す
れ
ば
、

道
真
詩
は
こ
の
方
法
に
よ
り
な
が
ら
、
何
を
能
有
に
語
り
か
け
よ
う
と
し
た
の

か
。
そ
こ
で
も
う
一
度
注
目
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、

こ
れ
ら
の
道
真
詩
は
典
型
的
な
神
仙
説
話
で
あ
る
「
本
文
」
を
前
提
と
し
て
、

詩
作
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
典
型
的
な
神
仙
説
話
に
対
す

る
道
真
の
態
度
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
前
節
で
述
べ
た
、
結
尾
の
方
法
に
よ
っ

て
表
白
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
本
題
画
詩
に
お
い
て
は
「
神
仙
」

は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
Ｄ
詩
の
尾
聯
の
表
現
に
注
目
し
た
い
。
「
無
情
の
湖
水
誰
が
遺
迩
ぞ
、

憶
う
昔
長
山
翠
微
に
臥
す
」
の
尾
聯
は
二
節
に
お
い
て
表
現
主
の
主
体
的
表
現

が
み
ら
れ
る
箇
所
と
し
て
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
さ
ら
に
留
意
し
て
お

き
た
い
の
は
、
表
現
主
の
眼
前
に
は
神
仙
の
「
遺
迩
」
た
る
「
無
情
の
湖
水
」

の
み
が
存
し
、
神
仙
の
存
在
は
「
昔
」
の
こ
と
と
し
て
た
だ
「
憶
」
わ
れ
る
の

み
で
あ
る
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
首
の
結
び
の
句
で
、
表
現
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

の
態
度
を
表
白
す
る
に
あ
た
り
、
五
十
賀
詩
と
し
て
は
一
見
ふ
さ
わ
し
く
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
、
現
在
に
お
け
る
神
仙
の
不
在
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
ゆ
よ
う
な
神
仙
に
対
す
る
認
識
は
、
Ｄ
詩
だ
け
で
は
な
く
、
Ｂ
詩
の
第
三

句
・
第
四
句
、
Ｃ
詩
の
第
七
句
・
第
八
句
、
つ
ま
り
両
詩
の
結
び
の
部
分
に
お

い
て
も
や
は
り
看
取
し
得
る
の
で
あ
る
。
Ｂ
詩
の
第
四
句
目
「
一
眼
」
は
注
記

し
て
お
い
た
よ
う
に
、
本
文
の
異
同
が
存
す
る
。
薬
に
関
わ
る
の
で
「
一
服
」
、

ま
た
神
水
が
石
問
よ
り
下
り
落
ち
る
こ
と
か
ら
「
一
脈
」
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
が

存
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
や
は
り
「
空
留
」
の
措
辞
か
ら
考
え
て
、
泉
な

ど
が
湧
き
出
る
小
穴
を
い
う
「
眼
」
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
か
っ
て
そ
こ
か
ら

湧
き
出
て
い
た
神
水
も
、
今
は
た
だ
「
空
」
し
く
「
一
眼
」
を
「
留
」
め
る
の

み
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
に
お
い
て
も
「
見
ん
と
欲
す
れ
ど
も
－

空
し
く
留
む
」
の
措
辞
に
よ
っ
て
眼
前
っ
ま
り
現
在
に
お
け
る
神
仙
の
不
在
が

詠
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
Ｃ
詩
に
お
い
て
も
事
情
は
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
こ
の
尾
聯
は

難
解
で
あ
る
が
、
第
七
句
の
「
放
」
を
張
相
『
詩
詞
曲
語
辞
匿
釈
』
巻
一
の

「
放
、
猶
教
也
。
使
也
」
に
従
っ
て
、
使
役
の
助
字
と
考
え
て
お
く
。
中
唐
の

張
籍
「
寒
食
内
宴
詩
」
に
「
千
官
尽
酔
猶
教
レ
坐
、
百
戯
皆
呈
未
レ
放
レ
休
」
な

ど
と
み
ら
れ
る
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
第
八
句
の
「
脱
雇
」
も
問
題
で

あ
る
。
こ
の
語
は
た
ん
な
る
草
履
を
脱
ぎ
棄
て
る
意
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
の

意
か
ら
物
事
を
軽
視
し
、
棄
て
去
る
こ
と
の
比
瞼
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多



い
。
と
す
る
と
、
こ
こ
で
も
故
郷
の
家
を
棄
て
去
る
意
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
の
二
句
の
意
は
、
も
し

「
神
仙
」
っ
ま
り
二
人
の
仙
界
に
参
入
し
た
男
を
仙
人
の
骨
相
か
ら
離
さ
な
か

っ
た
な
ら
ば
、
彼
ら
も
神
仙
と
し
て
故
郷
の
家
の
こ
と
な
ど
気
に
も
と
め
な
か

っ
た
ろ
う
に
な
あ
、
と
で
も
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
に
は
表
面
上
は
表
現
主

の
主
体
的
表
現
は
み
ら
れ
な
い
が
、
「
不
放
」
を
今
の
よ
う
に
訓
め
ば
、
使
役

の
仮
定
表
現
に
よ
っ
て
、
表
現
主
の
反
実
仮
想
的
詠
嘆
が
含
ま
れ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
詩
に
お
い
て
も
、
結
果
的
に
神
仙
に
な
り
得
な

か
っ
た
と
い
う
神
仙
の
不
在
が
、
結
び
に
お
い
て
表
現
主
の
詠
嘆
と
と
も
に
詠

ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
各
詩
に
は
い
ず
れ
も
二
節
で
検
討
し
た
方
法

に
よ
っ
て
、
現
在
に
お
け
る
神
仙
の
不
在
の
認
識
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
詠
み

込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
実
は
郭
瑛
の
「
遊
仙
詩
」
の
二
首
目

の
結
び
に
既
に
み
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
養
傭
時
不
存
　
　
塞
惰
は
時
に
存
せ
ず

　
　
要
之
将
誰
使
　
　
こ
れ
を
要
む
る
に
誰
を
か
使
わ
さ
ん
と
す
る

郭
瑛
に
お
い
て
は
、
そ
の
現
状
に
対
す
る
悲
憤
の
情
を
述
べ
る
の
に
、
こ
の
よ

う
な
表
現
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
必
然
的
で
さ
え
あ
る
。
し
か
し
道
真
の
場
合

は
五
十
賀
犀
風
画
詩
で
あ
る
点
に
不
可
解
さ
が
残
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
思
い
到
る
の
が
、
巻
三
・
四
の
い
わ
ゆ
る
「
讃
州
客
中
詩
」
の
樟
尾

　
　
　
　
　
菅
原
道
真
と
神
仙
思
想

を
飾
る
「
荘
子
遣
逢
遊
詩
三
首
　
湖
－
獅
」
（
仮
称
）
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の

詩
群
が
「
詩
言
志
」
の
詩
人
道
真
に
お
い
て
持
つ
意
味
は
、
藤
原
克
己
氏
に
的

　
　
　
　
　
　
　
　

確
な
論
究
が
存
す
る
。
こ
こ
で
こ
の
詩
群
に
っ
い
て
詳
論
す
る
い
と
ま
を
も
は

や
持
た
な
い
が
、
私
は
道
真
自
身
が
『
荘
子
』
の
解
釈
を
晋
の
郭
象
注
に
よ
ら

ず
、
唐
の
成
玄
英
疏
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
え
て
言
明
し
て
い
る
点
に
注
目

し
た
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
一
般
に
成
玄
英
疏
は
郭
象
注
の
忠
実
な
祖
述
と

考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
道
真
が
利
用
し
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
言
え

ば
、
重
大
な
差
異
が
存
す
る
。
六
朝
と
い
う
時
代
状
況
に
即
し
た
郭
象
は
、
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

己
の
聖
人
化
を
企
図
し
た
の
に
対
し
て
、
成
玄
英
は
聖
人
と
賢
人
と
の
二
者
別

途
の
あ
り
方
を
措
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
道
真
は
こ
の
成
玄
英
疏
に
よ
っ
て
、

聖
人
と
賢
人
と
の
二
途
が
あ
り
、
聖
人
に
よ
る
用
賢
政
治
を
理
想
的
政
治
と
し

て
提
起
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
寛
平
二
年
（
八
九
〇
）
、
讃
岐

よ
り
帰
京
し
た
道
真
は
「
閑
客
」
と
い
う
立
場
を
利
用
し
て
、
彼
の
政
見
を
こ

の
三
首
の
詩
に
託
し
た
の
で
あ
る
。

　
源
能
有
五
十
賀
屏
風
画
詩
に
お
け
る
不
可
解
と
も
み
え
る
、
神
仙
不
在
の
認

識
も
、
こ
の
道
真
の
理
想
的
政
治
の
実
現
の
過
程
に
お
け
る
も
の
と
考
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
理
解
し
得
る
の
で
あ
る
。
現
実
の
世
界
に
お
い
て
理
想
的
政
治
を

具
現
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
彼
に
あ
っ
て
は
、
神
仙
の
理
想
郷
は
彼
岸
の
も
の

と
し
て
観
念
的
に
相
対
化
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
紀
長
谷
雄
に
は
、
渡
辺
秀
夫
氏
が
「
長
い
沈
檎
不
遇
の
中
に
幻
怪
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
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仙
思
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世
界
に
踏
み
入
り
家
伝
製
作
の
意
識
を
基
調
と
し
て
志
怪
を
収
集
し
、
さ
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

神
仙
物
の
典
型
を
模
倣
、
再
構
成
し
て
『
白
箸
翁
』
を
も
記
」
し
た
と
述
べ
ら

れ
る
よ
う
に
、
神
仙
に
対
す
る
憧
憶
が
容
易
に
看
取
し
得
る
。
こ
の
長
谷
雄
が

抄
出
し
た
典
型
的
な
神
仙
に
対
し
て
、
道
真
は
自
己
の
政
見
に
基
づ
く
神
仙
認

識
を
、
「
遊
仙
詩
」
の
方
法
に
よ
り
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
三
詩
に
託
し
て
、
能
有
に

伝
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

四
　
寛
平
の
治
の
中
で

　
こ
の
寛
平
七
年
の
時
点
に
お
け
る
源
能
有
に
つ
い
て
は
、
い
ま
さ
ら
喋
喋
す

べ
き
こ
と
は
な
い
が
、
彼
は
宇
多
天
皇
が
そ
の
死
を
聞
い
て
こ
と
ば
が
で
な
か

っ
た
（
寛
平
御
遺
誠
）
ほ
ど
、
信
任
し
て
い
た
朝
臣
で
あ
り
、
寛
平
の
治
の
ブ

レ
ー
ン
で
あ
っ
た
こ
と
は
諸
史
家
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
森
田
悌

氏
は
「
能
有
は
寛
平
の
治
の
最
大
の
演
出
者
で
あ
り
、
宇
多
天
皇
の
ブ
レ
ー
ン

　
　
　
＠

で
あ
っ
た
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
能
有
の
五
十
賀
に
も
う
一
人
の
寛
平
の
治
の
柱
で
あ
っ
た
道
真
が
贈
っ

た
詩
群
で
あ
る
こ
と
念
頭
に
お
く
と
、
能
有
・
道
真
ラ
イ
ン
に
よ
る
理
想
的
政

治
の
実
現
へ
の
確
認
が
看
て
取
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
五
首
目
、
最
後
の
詩
に
お
い
て
道
真
は
、
神
人
を
能
有
に
、
呉
猛
を
道
真
自

身
に
た
と
え
、
こ
の
二
人
の
「
幸
甚
」
な
る
逢
会
に
よ
っ
て
、
「
玉
膏
酎
な
る

こ
と
」
つ
ま
り
こ
の
理
想
的
な
用
賢
政
治
が
持
続
す
る
こ
と
を
含
意
し
て
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

詩
群
を
結
ん
で
い
る
と
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
注

　
０
　
『
菅
家
文
草
』
の
引
用
は
寛
文
七
年
刊
本
に
よ
り
、
川
口
久
雄
氏
校
注
『
日
本
古

　
　
典
文
学
大
系
　
７
２
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
）
に
お
い
て
設
定
さ
れ
た
作
品
番
号

　
　
を
付
す
。

　
　
新
間
一
美
氏
「
源
氏
物
語
と
贋
山
　
　
若
紫
巻
北
山
の
段
出
典
考
１
－
－
」
『
甲
南

　
　
大
学
紀
要
　
文
学
篇
』
５
２
号
、
一
九
八
四
。

　
　
　
勝
村
哲
也
氏
「
『
修
文
殿
御
覧
』
新
考
」
「
鷹
陵
史
学
』
３
・
４
号
、
一
九
七
七
。

　
＠
安
藤
太
郎
氏
『
平
安
時
代
私
家
集
歌
人
の
研
究
』
（
桜
楓
社
、
一
九
八
二
）
二
五

　
　
一
頁
－
二
五
二
頁
。

　＠¢ゆゆ＠◎＠ 　
後
藤
昭
雄
氏
『
平
安
朝
漢
文
学
論
考
』
（
桜
楓
社
、
一
九
八
一
）
一
四
一
頁
。

　
青
木
正
児
氏
「
青
木
正
児
全
集
』
第
二
巻
（
春
秋
社
、
一
九
七
二
）
四
九
六
頁
。

　
船
津
富
彦
氏
「
郭
瑛
の
遊
仙
詩
の
特
質
に
つ
い
て
」
『
東
京
支
那
学
報
』
１
０
号
、

一
九
六
四
◎

　
林
田
慎
之
助
氏
『
中
国
中
世
文
学
評
論
史
』
（
創
文
社
、
一
九
七
九
）
二
五
七
頁
。

　
藤
原
克
己
氏
「
平
安
朝
の
知
識
人
　
　
文
章
道
と
菅
原
道
真
」
『
講
座
日
本
思
想
』

第
二
巻
、
一
九
八
三
。

　
荒
牧
典
俊
氏
「
魏
吾
思
想
と
初
期
中
国
仏
教
思
想
　
　
序
　
　
」
『
東
方
学
報
』

４
７
冊
、
一
九
七
四
。

　
渡
辺
秀
夫
氏
「
紀
長
谷
雄
に
つ
い
て
　
　
神
仙
と
隠
逸
　
　
」
『
日
本
文
学
』
２
５

巻
８
号
、
一
九
七
六
。

　
森
田
悌
氏
『
王
朝
政
治
－
（
教
育
社
、
一
九
七
九
）
九
〇
頁
。
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